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　２０２２年（令和４年）新しい年を迎えました。
日頃から市政へのご理解ご協力に感謝申し上げます。
　昨年は爆発的な勢いを見せた新型コロナウイルス感染の第５波
が昨年１０月から急速に感染者が減少してきました。これは、ワク
チン接種の効果と皆様の感染予防の努力の結果だと思われます。
本年は、このまま収束に向かって推移してくれることを期待しなが
ら、一方で、昨年末から新しい変異株オミクロンの拡大が懸念さ
れる事態となりました。この新しい変異株は、感染力が強いと言
われています。まだまだ気を許す状況ではなく、くれぐれもご自愛いただき、お気をつけてお過ごしくださるようお願い申し上げます。
　昨年は、議会でもコロナ対策を中心に市民生活に直結する諸課題について議論がなされました。私も会派を代表して市長をはじ
め当局に質疑いたしました。また、多くの皆様からご要望、ご意見を頂き、そうした諸課題をしっかり受け止め、それぞれにお応えいた
してまいりました。今後もこうした努力を続けてまいります。

今回は、前回の市政報告以降の活動について、ご報告します。

●令和3年第2回定例市会（令和3年8月31日～10月8日）の本会議で会派を代表して質疑（10月8日）いたしました。また、
決算特別委員会第1分科会では、行財政局・市長室（9月8日）及び企画調整局（9月9日）の審査で質疑いたしました。
紙面の都合上、一般質問では、Q＆A方式で、局別審査では、質問項目について、いずれもその要旨をご報告いたします。
また、詳しくは、「神戸市会インターネット録画中継」を御覧いただければ幸いです。

近年、アマモ場は、減少しており、再度育成させるのにそれぞれの地域で苦労されています。
そうしたことから、2008年に第一回、全国アマモサミットが開催され、以後毎年開催されています。
このように貴重なアマモが兵庫運河の人口護岸に育ってまいりました。
兵庫運河の和田岬線旋回橋の横に神戸市が整備したはまっ子キラキラビーチがあります。
ここでは、浜山小学校の児童生徒が兵庫運河の自然を残すプロジェクトの一環で環境学習としてあさ
りの育成など勉強していますが、この砂浜が、徐々に運河側に流れ込み、そして運河を通る船により、
反対側（北側）の人口護岸に数センチ程度の砂が重なり、そこにアマモが育ってきたのです。
アマモは、海藻ではなく、イネ科の海草で海の砂地に生えます。水を
浄化する力が強く、二酸化炭素を吸い取り酸素を排出いたします。
アマモは「海のゆりかご」と呼ばれ、海の生き物たちの住みかや、産
卵場所になり、多くの魚や生き物が集まってきます。
また、浜山小学校北側には、国土交通省が実証実験として、阪神高
速湾岸線の橋脚設置予定箇所になる防波堤の瓦礫の処理で残っ
た海水に馴染んだ土砂を利用して、干潟を作りました。この干潟に
は、貝類が生息し、それに魚が集まり、今や、エイやクロダイまで来て
おります。そして、小魚を狙って海鳥もこの干潟にきております。これ
が今の兵庫運河です。海洋環境教育の活動に注目してください。
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1868年（慶応4年）、兵庫県が誕生する
とともに、江戸時代から大坂町奉行所兵
庫勤番所として与力や同心が仕事をし
ていたところに初代県庁館がおかれまし
た。（初代県知事は、伊藤博文）
兵庫津ミュージアムは、当時の勤番所・
県庁を忠実に復元しています。

平野副委員長：
11月23日に実施された兵庫県の湊川
隧道の初めての逆行通り抜けに参加
された1700名の方が近隣のマルシン
市場・東山商店街・ハートフルにお越
しになられた。区外、市外の方も多く来られ、大変大きな経済効果があること
と、市場商店街のPRにもなることを伝え、是非兵庫県への隧道逆行の引き
続きの実施を要望。と合わせて神戸市も県との連携をすべきと質疑しました。

小泉商業流通担当部長
こういうイベントを継続して実施してもらえる
よう、我 も々県の経営商業課の方を通じて働
きかけていきたい。その他の地域でもイベント
を連携し幅広くたくさんのお客さんに来てい
ただいて、商店街市場が活性化するように
我 も々地域と相談し、また支援も行っていき
たい。
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行財政局・市長室審査（9月8日）への
質疑に立ちました。
（質問項目は、5項目になります）
1． 財政健全化と投資のバランスについて
コロナの収束も見通せない状況の中、必要な事業は
実施できるのか。
投資を進めると健全化指標は増加し、投資を行わなけ
れば、まちの魅力を高めることができないので安定した
所得や財産の維持、拡大につながらない。健全化指
標を小さくさせ続けることは必ずしもいいことではない
と考えるがいかがか。

2． 区役所業務の民間委託について
今年4月からの区役所電話交換業務の委託に関して、不満の声を多く聞
いている。問題に対してどのように認識して、どのような対策と改善を図っ
ていくのか。
兵庫区役所、北神区役所の市民課、保険年金医療課の業務委託につ
いて今年の10月からスタートすると聞いている。
この窓口業務は市民の最前線なので、電話交換業務のような問題が生
じないように、十分な準備を行い、委託によって市民満足度が上がるよう
に進めていただきたいがいかがか。

3． デジタル人材の活用について
AIを活用できる人材の獲得が各自治体も激しくなっている中、神戸市は
どのような人材獲得の取組をしているのか。

4． 広報について
市長会見の資料で直感的に分かりやすい視覚的なイメージを入れること
により文字だけではなく見てる方の頭に入ってくるのでそうした対応が必
要ではないか。

5． 不当要求行為について
不当要求行為から職員を守る取組について法務監察専門官の昨年の
相談件数が114件、この行為が重なっていけば、組織や職員の方がそれ
ぞれ萎縮して、柔軟な行政運営ができなくなってしまうことを危惧している。
この不当要求の判断基準については慎重に運用して、市民の要求に対
し公平性をもって対応すべきではないか。

企画調整局審査（9月9日）への
質疑に立ちました。
（質問項目は、3項目になります。）
1． デジタル人材の育成について
神戸のスマート自治体の中核を担うデジタル人材の内
部育成について、どのような取り組みを実施しているの
か。
今年度AI人材に繋がるデジタルエンジニア人材の取
り組みを開始したけども、どのように貢献を目指してい
こうとしているのか。

2． スマートシティの推進について
スマートシティの市民参画について、市民意見の反映

を含めた市民参画推進の状況はどうか、スマートシティポータルにおける
サービス、また、地元企業を含めた民間企業の協力体制を含め、スマート
シティの運営体制についてはどうか。
さらに、スマートシティのその自立自走については将来的には官民デジタ
ルインフラとして、当然ながら公共も一定関与しつつ、自ら資金を獲得して
自立した運営を果たしていかなければならない。自立自走に向けた見通
しまた方向性についてどうか。など神戸市庁内のデータ連携基盤のス
マートシティの活用について、かなり専門的な内容について突っ込んだ議
論をいたしました。

3． 兵庫運河の活性化と兵庫津の歴史遺産の整備PRについて
兵庫運河を舞台に国交省が干潟実験実証実験に取り組んでいる。
また、人工護岸にアマモが育成し水質の環境に向けても大変期待されて
いる。アサリの育成実験だとか環境問題への取り組み、また真珠貝プロ
ジェクトなども含めて、地域挙げて取り組んでいるので広く市民に伝えて
いただきたい。

以上3項目のうち、デジタル人材とスマートシティについてはかなり専門的
な内容で突っ込んだ議論になりました。また兵庫運河の各種実証実験に
ついては、SDGs（持続可能な開発目標）の趣旨にそった将来のある取り
組みです。

令和3年第2回定例市会（8月3日～10月8日）が開かれました。
決算特別委員会が設置され、私は、第1分科会で次の2局の審査で発言いたしました。
令和3年第2回定例市会（8月3日～10月8日）が開かれました。
決算特別委員会が設置され、私は、第1分科会で次の2局の審査で発言いたしました。

兵庫運河の自然を残すプロジェクトの案内版子どもたちのアマモの種植え

海洋環境について学習する子供たち

兵庫県立兵庫津ミュージアム正面入口

経済港湾委員会で質疑
（12月1日）
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